
第1章

子 どもの生活の現状

子どもの基本的生活習慣の乱れを示すデータ等は以下のとお りであ り、個々の家庭や子どもの問

題と して見過 こすことな く、社会全体の問題 と して、早急 に取 り組まなければな らない課題 である

と認識することが必要です。

1 睡眠 に関 して

■就寝時刻10時 以降の割合

1歳6ヶ 月児

2歳 児

3歳 児

4歳 児

5-歳児

13%

10%

17%

25%

22%

23%

29%

33%

36%

41%

39%

40%

55%

59%

52%

昭和55年

平成2年

平成12年

夜10時 以降に寝る子どもの割合は、20年

間で2～4倍 に増加 してお り、生活 リズムが夜

型になっていることがうかがえます。
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【出典:幼 児健康度調査報告書((社)日本小児保健協会)】

■赤ちゃんが寝る時間の国際比較

フランス*

ドイ ツ*

イギ リス*

スウェーデン*

日本**

22時 以降19時 ～22時19時 以前

16%78%6%

16%48%36%

25%42%33%

27%47%26%

46.8%51.9%1.3%

(n=493)

(n=500)

(n=490)

(n=500)

(n=521)

日本の赤ちゃんが寝る時間について、 「22

時以降」と答えた人が約半数(46.8%)と な

ってお り、諸外国と比較すると極めて高い割合

になっています。

0%20%40%60%80%100%

*P&G Pampers.comに よる調査よ り(2004年3-4月 実施、対象0～36ヶ 月の子ども)

**パ ンパース赤ち ゃん研究所調べ(2004年12月 実施、対象0～48ヶ 月の子 ども)

よふかしおに

やなせたかし

はやおきくん

やなせたかし

4



■睡眠覚醒 リズムの乱れた5歳 児が描 いた3角 形

・三角形模写は、5歳 児の睡

眠－覚醒 リズムの良否 と関

連がある ことが示唆されて

います。

・5歳 児の睡眠一覚醒 リズム

の形成 には、乳児期からの

養育環境の意識が重要です。

■正 しく描けた子 ■正しく描けなかった子

2 朝食(食 事)に 関 して

■朝食摂取の割合
朝食を毎日食べていますか

あま りしていない

どちらかといえば
している

8.9%

全く していない

4 %

0.8%

小学生

あま りしていない

どちらかといえば
している

11.1%

6%

全 くして いな い

2.3%

中学生

2割 以上の中学生が毎日朝こはんを食べ

ていません。
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して いる

86.3%

している

80.6%

【出典:平 成19年度 全国学力・学習状況調査(文部科学省)】

■ふだんの朝食欠食が始 まった時期 の年次推移(20歳 以上)

小学生頃から 中学、高校生頃から 高校を卒業した頃から20歳 以降

平成9年

4.0%

22.3% 53.2%

朝食欠食が始まった時期は 「小学生頃か

ら」と回答 した者の割合が増加しています。
男
性

平成17年 6.2% 23.6% 46.7%

2.8%

平成9年 19.4% 58.5%

女
性

平成17年 6.0% 14.6% 60.9%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

【出典:平 成17年国民健康 ・栄養調査結果(厚生労働省)】
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■子どもが朝食を食べる頻度と食事を家族で食べる場合等の相関関係

朝夕食家族
と一緒(小)

朝夕食ひと り

(小)

朝夕食家族
と一緒(中)

必ず毎日食べる
1週 間 に4～5日 食べないことが ある

69.2%

92.7%

91.8%

1週 間に2～3日 食べな いことが ある

ほとんど食べない

1.5%

0.7%

9.2%

0.2%

1.5%

1.4%

毎 日必ず朝食を食べ る小学生 は、家 族一緒に

食べ てい る子の場 合92.7%に 対 し、ひ と り

で食べる場 合は69.2%で した。

また 、中学生 はそれぞ れ91.8%、60.8

%で した。

朝夕食ひと り

(中)
60.8%

4

.9% 13.6%
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【出典:平 成17年度児童生徒の食生活等実態調査((独)日本スポーツ振興センター)】

■保護者が朝食を食べる頻度と食事を家族で食べる場合等の相関関係

必ず食べる

1週 間に2～3日 食べな いことが ある

1週 間に4～5日 食べないことがある

ほとんど食べない

0.5%

子
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朝夕食家族
と一緒(小)

朝夕食ひと り

(小)

朝夕食家族
と一緒(中)

70.3%

88.4%

91.8%

1.6%

4.3%

17.2%

0.0%

2.3%

食 事 を家族 一 緒 に食べ る小 学 生の 保護 者 の

88.4%は 、必ず朝食を食べて いるの に対 し、

ひ と りで食 べる小 学生 の保 護者 は70.3%で

した。

また、中学生はそれぞれ91.8%、

79.0%で した。

朝夕食ひと り

(中)
79.0% 8.6%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

【出典:平 成17年度児童生徒の食生活等実態調査((独)日本スポーツ振興センター)】

■子どもが何もやる気が起こらない頻度と食事を家族で食べる場合等の相関関係

朝夕食家族
と一緒(小)

9.1%

しばしば ときどき

29.8%

たまに ない

49.5%

食事をひとりで食べる小・ 中学生は、 「何もや

る気が起こらない」頻度が高い傾向にあります。

朝夕食ひとり
(小)

23.1% 35.4% 24.6%

朝夕食家族
と一緒(中) 14.2% 33.7% 36.7%

朝夕食ひと り

(中)
33.0% 28.8% 20.8%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

【出典:平 成17年度児童生徒の食生活等実態調査((独)日本スポーツ振興センター)】
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■子どもがイライラする頻度と食事を家族で食べる場合等の相関関係

しばしば ときどき たまに ない

朝夕食家族
と一緒(小)

16.0% 31.2% 33.9%

食事をひとりで食べる小 ・中学生ほど、 「イ

ライラする」頻度が高い傾向にあります。

朝夕食ひとり
(小) 29.2% 27.7% 23.1%

朝夕食家族
と一緒(中)

14.9% 33.6% 33.3%

朝夕食ひと り

(中)
31.4% 25.4% 21.2%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

【出典： 平成17年度児童生徒の食生活等実態調査((独)日本スポーツ振興センター)】

■子どもが不定愁訴を感 じていない割合と食事を家族で食べる場合等の相関関係

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

朝夕食家族一緒(小)

59.5%

43.1%

35.2%

立
ち
く
ら
み
や

め
ま
い
を
起
こ
す

65.5%

58.8%

朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
ず
、

午
前
中
身
体
の
調
子
が
悪
い

朝夕食ひとり(小)

74.5%

42.6%

74.3%

顔
色
が
悪
い
(青
白
い
)と

い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

69.8%

朝夕食家族一緒(中)

42.1%

49.6%

食
欲
が
な
い
こ
と
が
あ
る

33.6%

46.0%

46.9%

お
腹
が
さ
す
よ
う
に

痛
く
な
る
こ
と
が
あ
る

朝夕食ひ とり(中)

38.9%

33.5%

23.4%

身
体
の
だ
る
さ
や

疲
れ
や
す
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
る

食事を家族一緒に食べる小 ・中学生ほど、

「不定愁訴」(頭 痛、腹痛、吐気、嘔吐等)

を感 じていない割合が高い傾向にあります。

子
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の
生
活
の
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【出典:平 成17年度児童生徒の食生活等実態調査((独)日本スポーツ振興センター)】
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■朝食と学力との相関関係

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

82.8%

食べている どちらかといえば
食べている

83.7%

あまり食べていない

83.5%

77.2%
72.8%

76.8%

70.5%

66.3%

78.8%

75.0%
72.6%

全く食べていない

75.5%

65.1%

57.9%

毎日朝食をとる子どもほど、ペーパーテス ト

の得点が高い傾向にあります。

小6・ 国語 小6・ 算数 中3・ 国語 中3・ 数学

【出典:平 成19年度全国学力 ・学習状況調査(文部科学省)】

■食育の認知度

言葉も意味も知っていた 言葉は知っていたが意味は知らなかった 言葉も意味も知らなかった
7割 以上の人が 「食育」の意味を知らないと

いう状況で した。
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26.0% 47.4%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

【出典:平 成17年度 「食育に関する特別世論調査」(内閣府)】

■ 「食育」 に関心がある理 由(複 数回答)

食生活の乱れ(栄養バランスの崩れ、不規則な食事等)が問題になっているから

生活習慣病(ガ ン、糖尿病等)の 増加が問題になっているから

子どもの心身の健全な発育のために必要だから

大量の食べ残しなど食品廃棄物が問題だから

肥満ややせすぎが問題になっているから

自然の恩恵や食に対する感謝の念がうすれているから

BSEの発生など、食品の安全確保が重要だから

有機農業など、自然環境と調和した食料生産が重要だから

食にまつわる地域の文化や伝統を守ることが重要だから

消費者と生産者の間の交流や信頼が足りないと思うから

その他 0.3%

14.4%

19.8%

29.7%

41.8%

38.4%

35.9%

34.8%

69.1%

67.4%

67.0%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

【出典:平 成17年度 「食育に関する特別世論調査」(内閣府)】

関心がある理由としては、 「食生活の乱れ(栄 養バランスの崩れ、不規則な食事等)が 問題に

なっているから」、 「生活習慣病(ガ ン、糖尿病等)の 増加が問題になっているから」及び 「子

どもの心身の健全な発育のために必要だから」の三つが約7割 となっています。
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3 遊 び ・運 動 に関 して

■週3日 以上運動 やスポーツを行 う子どもの割合

男 女

親の世代と比較 して、運動やスポーツを

行う子どもの割合の減少が顕著です。

女子は約半分に減少 しています。

親の世代 今の子ども達 親の世代 今の子ども達

78.8% 62.1%(16.7%減) 74.1% 39.8%(34.3%減)

【出典:体 力・運動能力調査(文部科学省)】

■投げる ソフ トボール投 げ(11歳)

40
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0

男子 女子

昭和61平 成3平 成8平 成13平 成18

■とぶ 立 ち幅 とび(9歳)

160

155

150

145

140

135

130

125

男子 女子

昭和61平 成3平 成8平 成13平 成18

【出典 体力 ・運動能力調査(文部科学省)】

体格がよくなればそれに合わせて体力や運動能力も向上する

のではないかと思われるが、今日の子どもは、体格がよくな っ

ているにもかかわらず、運動能力が低下する傾向にあります。

子
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■肥満傾 向児の 出現率の推移(11歳)

14%

12%

10%

8%

6%

4%

2%

0%

7.33%

6.68%

8.35%

7.18%

9.56%

8.03%

10.62%

8.88%

11.78%

9.37%

男子

10.67%

8.99%

女子

男女共に肥満傾向児の出現率は、約10%

でした。

昭和56昭 和61平 成3平 成8平 成13平 成18

【出典： 学校保健統計調査(文部科学省)】

あさごはんまん

やなせたかし
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運動と朝の目覚めの相関関係

5日
以上運動

3～4日

以上 運動

す っき りと目覚めた

26.0%

15.1%

少し眠かった 眠くてなかなか起きられなかった

21.6%

22.5%

「1週 間 に5日 以上 運 動す る」 児童 生

徒 で は26.0%が す っき りと目覚 めた

と回答 したの に対 し、 「して い な い」 で

は12.3%で した。

1～2日

以上 運動
18.9% 22.6%

してない 12.3% 28.7%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

【出典:平 成17年度児童生徒の食生活等実態調査((独)日本スポーツ振興センター)】

■自然体験活動(小4、 小6、 中2の3学 年の計)

子
ど
も
の
生
活
の
現
状

(3学年計)

チ ョウや トンボ、バ ッタな どの昆虫をつか まえ

たこと

海 や川で貝を取 った り、魚 を釣った りした こと

大 きな木 に登 った こと

ロープウ ェイや リフ トを使 わずに高い 山に登 っ

たこと

太陽が昇るところや沈むところを見たこと

夜 空い っぱ いに輝 く星 をゆっく り見た こと

野 鳥を見た り、鳴 く声 を聞いたこと

海や川で泳いだこと

キャンプを した こと

H10

H17

H10

H17

H10

H17

H10

H17

H10

H17

H10

H17

H10

H17

H10

H17

H10

何度もある

H17

50.4

35.1

41.9

26.9

24.2

19.0

14.0

9.6

23.4

19.5

33.2

26.0

38.6

29.6

60.1

41.8

27.4

19.6

少 しある

30.9

30.0

36.5

32.8

32.5

27.4

32.9

21.7

43.1

37.3

44.5

38.9

36.4

36.0

30.1

32.3

34.4

27.5

ほとんどない

18.7

34.9

21.6

40.3

43.3

53.6

53.1

68.7

33.6

43.1

22.2

35.1

25.0

34.4

9.8

26.0

38.2

52.8

児童生徒の自然体験活動は、大幅に減少 し

ています。

【出典:青 少年の自然体験活動等に関する実態調査((独)国立青少年教育振興機構)】
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■最 近 よ く遊 ん で い る遊 び(小 学2年 生)N=1,915

(上 位30項 目、3つ 以 内記 述)

42.6

22.1

13.8
14.7

11.4

1.31.51.51.71.72.12.43.23.23.33.33.73.83.94.3
5.45.66.06.16.67.0

8.08.79.09.1
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【出典:子 どもの遊びに関する調査結果(平 成16年3月 、神奈川県教育委員会)】
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■子 ども の 頃 よ く遊 ん で い た遊 び(保 護 者)N=5,114

(上 位30項 目、3つ 以 内記 述)

39.0

25.7

20.2

16.1

11.1
11.5

2.02.02.22.32.42.53.03.13.13.13.43.94.14.24.64.85.05.65.96.86.97.78.18.2
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【出典:子 どもの遊びに関する調査結果(平 成16年3月 、神奈川県教育委員会)】
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小学2年 生のよく遊んでいる遊びで最も多かったのはテレビゲーム(42.6%)で あ

ったのに対して、保護者が子どもの頃によく遊んだ遊びはゴムとび(39.0%)で した。
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